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鳴門渦潮高校では、様々な活動を通して、地域に貢献できる
生徒の育成に取り組んでいます。
これからも鳴門渦潮高校の活動に注目していただき、応援を
どうぞよろしくお願いいたします！

地域とともに  これからも



総務文教

生活福祉

《 令和６年 第３回定例会の議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第４号）

令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第５号）

令和６年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鳴門市下水道事業会計補正予算（第１号）

鳴門市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について

徳島県市町村総合事務組合規約の変更について

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

鳴門市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について

徳島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

鳴門市下水道条例の一部改正について

鳴門市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

鳴門市水道法施行条例の一部改正について

訴えの提起について

専決処分について（損害賠償の額の決定）

鳴門市観光コンベンション株式会社の経営状況について

令和５年度決算に基づく鳴門市健全化判断比率について

令和５年度決算に基づく鳴門市資金不足比率について

継続費精算報告書について（鳴門市一般会計）

公平委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦について

鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について

鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

否　　決

同　　意

報　　告

同　　意

予算決算

原案可決 産業建設

産業建設

予算決算

生活福祉
産業建設

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第68号

議案第63号

議案第64号

議案第69号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第70号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

同意第４号

諮問第３号

発議第３号

発議第４号

人 事 案 件

〔同意第４号〕

〔諮問第３号〕  梯  美千代
かけはし み　ち　よ

氏（大麻町）●人権擁護委員 

●公平委員会委員 上地 大三郎
かみ じ だいざぶろう

氏（徳島市）

※「発議第３号」は、議員定数を４人削減し「22人」から「18人」へ、「発議第４号」は、議員定数を２人削減し
 「22人」から「20人」へ改めるもの。

22



鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について
第３回定例会閉会日（９月26日）に鳴門市議会議員の定数を定める条例

の一部を改正する議案２件（発議第３号、発議第４号）が提出されました。
発議第３号は、議員定数を４人削減し「22人」から「18人」に改正するもので、賛成少数によ
り否決となりました。発議第４号は、議員定数を２人削減し「22人」から「20人」に改正する
もので、賛成多数で原案可決となりました。 

鳴門市の人口は、議員定数を見直した平成17年当時の約６万4,000人から、令和６年８月末

には約５万3,000人となり、１万1,000人以上減少している。国立社会保障・人口問題研究所の

試算によると、2040年には今以上に減少するとされている。市民の経済的負担等は、今までに

ないほどの苦痛となっており、公益的な考えのもと、議員定数を現在の22人から18人に減らす

ことを提案する。

【江戸　貴志】

鳴門市議会議会改革検討会において、定数については令和６年５月より４回ほど議題として

取り上げてきた。面積や人口に対して全国他市との議員定数を比較したところ、本市の議員定

数は20人が妥当と考える。議員全員が全力で人口維持、人口増加に取り組んでいく必要がある

が、鳴門市の人口減少が加速する中で、議員定数の削減は当然のことであり、議員定数を22

人から20人に減らすことを提案する。

【上田　公司】

深刻な人口減少やまちの衰退を招いたのは、理事者の政治能力だけではなく、現行の議員22

人にも責任はある。さらに定数削減をして、どうやってまちを再生するのか。その根拠さえ示

せない。また、人口減少を理由に挙げているが、多様性の時代に自治体によって取り組むべき

課題や方向性は違う。本来、市民が議員に求めているのは、市民の声をさらに市政に反映させ

るため、議員個々の知見や政治能力を向上させることである。

【叶井　克典】

徳島県内、四国内の市議会の人口規模や議員定数をみても、鳴門市の議員定数は同程度の状

況にあり、決して多いわけではない。また、定数を削減することで常任委員会の数または委員

の数を減らさなければならないが、議員間討議をすることをふまえ、委員の数を検証もなく減

らしてもいいものなのか。現在の状況では議員定数に関する議論が十分に行われていないと考

えられるため、定数削減に反対する。

議 員 名 

発議第３号 ○ ○ ○ ○ 欠

席

○ 欠

席

○ ○ 議

長発議第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は、地方自治法第116条第２項の規定により、議員として議決に加わることはできません。 
※○は賛成の意思を示した議員です。 

討論 

採 決 結 果 発議第３号 否  決〈出席議員19人中、賛成７人〉 
発議第４号 原案可決〈出席議員19人中、賛成12人〉 議席番号順

提
　
　
案
　
　
理
　
　
由

発
議
第
３
号

発
議
第
４
号

反
対
討
論

反
対
討
論

【宅川　靖次】

東
谷
　
伸
治

高
麗
　
裕
之

東
　
　
正
昇

山
根
　
　
巌

橋
本
　
国
勝

江
戸
　
貴
志

秋
岡
　
芳
郎

八
木
　
　
亨

長
濱
　
賢
一

三
津
　
良
裕

前
田
ナ
ツ
子

潮
崎
　
憲
司

佐
藤
　
絹
子

叶
井
　
克
典

梶
　
　
達
矢

圃
山
　
俊
作

浜
　
　
盛
幸

野
田
　
粋
之

宅
川
　
靖
次

上
田
　
公
司

小
西
　
　
努

藤
田
　
茂
男
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●
議
案
第
64
号

鳴
門
市
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村
が

条
例
で
定
め
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置
基
準
を
柔
軟
化
す
る
も

の
。

【
質
疑
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
基
準
ど

お
り
で
運
営
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
人
材
不
足
等
に
対
応
す
る
た
め
国
が
規
定
を
改

正
し
た
が
、
鳴
門
市
で
は
５
つ
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
す
べ
て
で
３
職
種
の
定
数
を
満
た

し
て
い
る
現
状
を
維
持
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

課
題
等
を
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
。

【
質
疑
】
改
正
後
の
基
準
に
沿
っ
て
職
員
を
配
置
し
た
場
合
に
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
会
等
で
随
時
状
況
把
握
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
吸
い
上
げ
た
う
え
で
問
題
解
決

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

【
意
見
】
現
在
介
護
を
し
て
い
る
方
が
高
齢
に
な
っ
た
際
に
人
材
不
足
が
心
配

さ
れ
る
た
め
、
人
材
確
保
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
議
案
第
62
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
公
職
選
挙
に
係
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
関
係
す
る
３
つ
の
条
例
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
枚
数

の
上
限
は
。

【
答
弁
】
指
定
都
市
以
外
の
市
の
選
挙
に

つ
い
て
は
、
市
長
の
選
挙
が
候

補
者
１
人
あ
た
り
１
万
６
０

０
０
枚
、
議
員
の
選
挙
が
候
補

者
１
人
あ
た
り
４
０
０
０
枚

と
さ
れ
て
い
る
。

【
質
疑
】
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
上
限

額
は
。

【
答
弁
】
改
正
後
の
金
額
で
の
１
枚
あ
た

り
の
上
限
額
は
３
５
５
４
円
で

あ
り
、
本
市
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
の
数
と
同
じ
１
０
５
枚
ま
で

公
費
で
作
成
で
き
る
た
め
、
総
額
の
上
限
額
は
37
万
３
１
７
０
円
と

な
る
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
65
号

　

鳴
門
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
に
よ
り
、
携
帯
電
話
等
で
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
と
施
工
現
場
の
相
互
連
絡
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
建
設
業
の
Ｄ

Ｘ
化
等
に
よ
り
、
専
属
・
常
駐
し
て
い
な
く
て
も
指
示
・
確
認
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
専
属
規
制
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
責
任
技
術
者
は
営
業
所
の
兼
務
状

況
等
を
確
認
し
た
上
で
、
徳
島
県
内
の
区
域
内
に
お
け
る
営
業
所
に
つ
い
て
兼
任

を
妨
げ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
責
任
技
術
者
を

　
　
　

 

「
専
属
す
る
者
」

か
ら
「
選
任
す

る
者
」
へ
見
直

す
こ
と
に
よ
る

現
状
と
の
変
更

点
は
。

【
答
弁
】
常
駐
・
専
任
規

制
を
緩
和
す
る

こ
と
に
よ
り
、

他
の
営
業
所
と
の
兼
任
が
可
能
と
な
る
た
め
、
指
定
工
事
店
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
競
争
力
が
上
が
り
、
価
格
面
へ
の
反
映
や
品
質
面
の
向

上
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
責
任
技
術
者
の
人
材
不
足
の
解
消
に
も
つ
な

が
る
。

●
議
案
第
58
号

　

令
和
６
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

地
震
等
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
力
強
化
に
資
す
る
事
業
に
係
る
予
算
を
緊

急
的
に
編
成
す
る
と
と
も
に
、
う
ず
し
お
会
館
お
よ
び
分
庁
舎
の
改
修
事
業
に
か

か
る
予
算
や
道
の
駅
「
く
る
く
る　

な
る
と
」
駐
車
場
増
設
工
事
、
鳴
門
高
等
学

校
奨
学
金
給
付
事
業
な
ど
の
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
重
点
施
策
に
か
か
る
予

算
を
編
成
す
る
も
の
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
億
７
１
１
３
万
９
千
円
を
追
加

し
、
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
３
１
０
億
６
９
２
０
万
４
千
円
と
な
る
。

【
質
疑
】
う
ず
し
お
会
館
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
資
す

る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

図
る
と
あ
る
が
、
２
階
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
予
定
な

の
か
。

【
答
弁
】
会
議
室
に
つ
い
て

は
、
改
修
時
期
に
合

わ
せ
て
工
事
期
間
中

は
休
止
と
す
る
予
定
。

内
部
に
つ
い
て
は
現

状
の
用
途
か
ら
変
更

の
予
定
は
な
い
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
雨
漏
り

の
補
修
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
行
う
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会

うずしお会館
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

❷野田　粋之（会派　創心クラブ）

問
「
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
後
期
計

画
」
の
取
り
組
み
で
、
鳴
門
市
が
特
に
ス

ポ
ー
ツ
誘
致
を
含
め
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
を

推
進
す
る
上
で
、
本
市
の
公
共
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
、
両
方
の

観
点
か
ら
伺
い
た
い
。

答
本
市
に
は
、
総
合
運
動
場
、
体
操
場
、

剣
道
場
な
ど
様
々
な
施
設
が
あ
り
、
主
に

は
練
習
や
大
会
の
開
催
な
ど
に
幅
広
く

利
用
い
た
だ
き
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
施
設
の
多
く
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
適
切
か
つ
計
画
的
に
改

善
を
行
い
、
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
改
修

な
ど
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
県
や
学
校
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　

ま
た
、
体
育
館
と
プ
ー
ル
を
兼
ね
備
え

た
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
基
本
構
想

を
今
年
度
中
に
示
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

要
望
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い

て
は
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
誘
致
を
語
る
施
設
に
な
っ
て
い

な
い
。
現
在
の
鳴
門
市
総
合
運
動
場
の
場

所
を
開
発
し
、
進
入
路
を
国
道
か
ら
取
り

こ
み
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス

場
ほ
か
を
兼
ね
備
え
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
誘
致
に
早
急
に
取
り
組
み
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
と
考

え
る
。
さ
ら
に
ホ
テ
ル
な
ど
宿
泊
施
設
の

新
設
を
図
り
、
観
光
地
と
も
連
携
し
、
経

済
の
好
循
環
を
生
み
、
税
収
の
増
加
に
つ

な
が
る
「
入
り
を
図
る
」
こ
と
に
繋
げ
て

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 人口減少対策について
2．教育行政について
⑴ 学校給食について

❶東　　正昇（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
⑴ これからの鳴門市のまちづくり
について

⑵ 企業誘致について
2．スポーツ振興について
⑴ スポーツ推進計画について
⑵ スポーツ施設について

❺浜　　盛幸（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 防災減災について
2．福祉行政について
⑴ 視聴覚障がい者への対応につい
て

❻潮崎　憲司（会派　未来）
1．防災行政について
⑴ 南海トラフ地震臨時情報発表時
の対応について

⑵ 企業のＢＣＰ（事業継続計画）に
ついて

⑶ 避難所等について

❹宅川　靖次（会派　令和なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 指定管理者制度について
⑵ 観光行政について

❸梶　　達矢（会派　ナルト地方創生会）
1．教育行政について
⑴ 未来を担う子どもたちへの教育
について

⑵ 生成ＡＩの活用について
2．有害鳥獣について
⑴ 現状と対策について

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状

代
表
質
問

鳴門市総合運動場

東
　 

正
昇

あ
ず
ま

ま
さ
の
り

会
派　

潮
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

問
猿
や
猪
の
被
害
が
今
年
は
特
に
ひ
ど
い

と
い
う
相
談
が
多
く
あ
る
が
、
市
の
対
策

は
。

答
令
和
６
年
度
は
延
べ
約
１
０
０
件
の

通
報
や
農
作
物
へ
の
被
害
報
告
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
た
農
地
へ
の
侵
入
防
止

柵
の
整
備
と
鳴
門
市
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

協
議
会
が
行
う
捕
獲
や
駆
除
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
８
月
末
ま
で
に

猿
は
前
年
比
４
３
８
％
の
１
７
１
頭
を
、

猪
は
３
３
２
％
の
３
１
５
頭
を
捕
獲
し
て

い
る
。
引
き
続
き
地
域
住
民
か
ら
情
報
を

得
つ
つ
、
県
に
対
し
て
は
改
め
て
広
域
的
な

対
策
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
駆
除
員
と
連

携
し
持
続
的
に
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問
教
育
活
動
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
発
展
途
上
に
あ
り
情
報
拡
散

や
個
人
情
報
流
出
、
著
作
権
侵
害
な
ど

の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

多
大
な
利
便
性
を
持
つ
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い

こ
な
す
力
を
育
て
て
い
く
姿
勢
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
限
定
的
な
利
用
か
ら

始
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、

全
学
校
を
対
象
と
し
て
情
報
モ
ラ
ル
教

育
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
、

研
修
会
等
を
通
じ
て
教
員
の
指
導
力
向

上
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
を
学
び
、
情

報
の
真
意
を
確
か
め
る
こ
と
等
、
情
報
活

用
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
校
務
の
効
率
化
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る

方
針
等
に
注
視
し
な
が
ら
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み

学
校
に
お
け
る

　
　
　
　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

問
今
後
の
人
口
減
少
対
策
は
、
本
市
の
地

理
的
条
件
、
立
地
条
件
を
活
か
し
た
関
西

圏
に
向
け
た
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
現

状
の
取
り
組
み
や
市
の
考
え
は
。

答
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

移
住
コ
ン
セ
プ
ト
「
半
農
半
Ｘ
」
や
移

住
交
流
Ｐ
Ｒ
大
使
と
の
連
携
に
よ
る
移

住
交
流
促
進
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
図
る
な
ど
、
関
西
圏
か
ら
の
移
住
・

定
住
の
促
進
、
将
来
的
な
地
方
移
住
に
も

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
関
係
人
口

の
創
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

本
市
へ
の
移
住
者
の
多
く
は
大
阪
府
、
兵

庫
県
か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
西
圏
の

若
年
層
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

移
住
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
・
３
Ｒ
Ｄ
」
に

よ
る
情
報
発
信
、
ま
た
、
現
地
で
開
催
さ

れ
る
移
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
関
西
圏
に
隣
接
し
て
い
る
地

理
的
条
件
を
活
か
し
た
若
者
の
定
住
促

進
、
移
住
者
や
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の

増
加
を
意
識
し
な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
学

校
給
食
の
現
場
の
状
況
は
。

答
食
材
料
費
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
は
公
費
で

補
填
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
約
１
１

０
０
万
円
、
令
和
５
年
度
は
約
３
０
０
０

万
円
の
予
算
措
置
を
講
じ
、
実
質
的
な

保
護
者
へ
の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
は
、
今
後
も
続
く
と
予
想
さ

れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

人
口
減
少
問
題

学
校
給
食
の
現
況

鳴門市と関西圏を結ぶ大鳴門橋

野
田 

粋
之

の

だ

き
よ
ゆ
き

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

梶 

　
達
矢

か
じ

た
つ

や

会
派　

ナ
ル
ト

　
　
　

地
方
創
生
会

代
表
質
問
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問
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
施

設
数
は
。
ま
た
、
施
設
修
繕
の
負
担
は
。

答
従
前
の
公
の
施
設
の
管
理
委
託
は
公

共
団
体
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
指

定
管
理
者
制
度
で
は
条
例
の
定
め
に
よ

り
、
個
人
以
外
の
民
間
企
業
な
ど
も
指
定

管
理
者
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
条
例
の
手
続
き
を
経
て
施
設
利
用

料
金
を
設
定
し
、
指
定
管
理
者
の
収
入
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
施
設

の
利
用
許
可
や
処
分
に
つ
い
て
も
指
定

管
理
者
が
行
え
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。

　

平
成
18
年
度
に
ド
イ
ツ
館
な
ど
６
施

設
に
指
定

管
理
者
制

度
を
導
入

し
、
現
在

で
は
体
操

場
、
道
の

駅
「
く
る

く
る
な
る

と
」
な
ど

８
施
設
に
導
入
し
て
い
る
。

　

施
設
修
繕
の
規
模
に
よ
る
役
割
分
担

や
費
用
負
担
は
、
指
定
管
理
者
と
の
基
本

協
定
書
に
お
い
て
施
設
ご
と
に
定
め
て

お
り
、
基
本
協
定
書
に
定
め
る
金
額
を
超

え
修
繕
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
市
の
負
担
で
修
繕
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会
の
今
後
の
方

向
性
は
。

答
す
べ
て
の
条
件
や
課
題
を
ク
リ
ア
で

き
る
候
補
地
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
規

模
で
の
花
火
大
会
の
開
催
は
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
方
向
性
を
修
正
し
、
花
火

の
号
数
、
発
数
を
縮
小
す
る
と
と
も
に
、

花
火
単
体
に
頼
ら
ず
魅
力
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
検
討

す
る
。

　

令
和
７
年
１
月
を
目
途
に
鳴
門
阿
波

お
ど
り
実
行
委
員
会
に
お
い
て
日
程
や

場
所
な
ど
具
体
的
内
容
が
審
議
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
市
に
お
い

て
も
周
辺
住
民
お
よ
び
来
場
者
が
安
全
・

安
心
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
向

け
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度

鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　

方
向
性

問
能
登
半
島
地
震
で
高
齢
者
な
ど
の
要

配
慮
者
が
数
多
く
被
災
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
国
は
６
月
に
防
災
基
本
計
画
に
福

祉
的
支
援
の
必
要
性
を
明
記
し
た
。
そ
の

中
で
も
入
浴
、
洗
濯
な
ど
生
活
に
必
要
な

水
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答
現
在
、
市
内
各
避
難
所
に
飲
料
水
を
含

む
生
活
用
水
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

備
蓄
し
て
い
る
ほ
か
、
う
ず
し
お
ふ
れ
あ

い
公
園
と
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
市

内
２
か
所
に
は
緊
急
貯
水
槽
を
設
置
し
、

２
７
０
ト
ン
の
水
を
確
保
し
て
い
る
。
ま

た
、
令
和
６
年
７
月
に
鳴
門
市
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
防
災
井
戸
や
農
業
用
水
の
活
用
促

進
を
は
じ
め
、
飲
料
水
お
よ
び
生
活
用
水

の
運
搬
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問
災
害
対
応
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
。

答
具
体
的
取
組
と
し
て
鳴
門
市
防
災
会
議

の
委
員
に
女
性
の
就
任
を
積
極
的
に
呼
び

か
け
、
全
体
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を

年
々
高
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
鳴
門
市
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
に
お
い
て
昨
年
度
は
46
名

の
女
性
防
災
士
が
誕
生
す
る
な
ど
地
域
の

防
災
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
通
常
の
イ
ヤ
ホ

ン
や
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
比
べ
て
、
耳
穴

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
な
く
軟
骨
付
近
に
軽
く

添
え
る
だ
け
で
音
を
拾
え
る
た
め
痛
み
や

音
漏
れ
が
少
な
く
、
非
常
に
聞
き
や
す
く

な
る
利
点
が
あ
る
。
本
市
窓
口
で
も
導
入

す
べ
き
で
は
。

答
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
聞
こ
え

を
支
援
す
る
器
具
は
多
様
化
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
方

の
適
正
に
応
じ

た
支
援
に
つ
な

が
る
方
法
を
、

当
事
者
の
声
を

聴
き
な
が
ら
調

査
研
究
し
、
支

援
充
実
に
つ
な

げ
て
い
く
。

防
災
・
減
災　

避
難
所
運
営

避
難
所
に
お
け
る

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
活
用

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

代
表
質
問

指定管理者制度を導入している
鳴門市ドイツ館

宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

令
和
な
る
と

浜
　 

盛
幸

は
ま

せ
い
こ
う

会
派　

公
明
党
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問
臨
時
情
報
発
令
後
、
市
の
対
応
は
。

答
情
報
発
表
後
、
直
ち
に
注
意
態
勢
を
配

備
し
、
注
意
終
了
後
ま
で
危
機
管
理
局
を

中
心
に
24
時
間
体
制
で
各
部
局
と
連
携

し
、
情
報
収
集
に
努
め
た
。
市
民
へ
は
、

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
市
公
式
Ｘ
等
を

通
じ
て
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の

再
確
認
に

加
え
、地
震

が
発
生
し

た
ら
即
避

難
で
き
る

準
備
を
す

る
よ
う
に

呼
び
掛
け

を
行
っ
た
。

問
市
内
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

策
定
の
取
り
組
み
は
。

答
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
簡
易
版
と
し
て
、
中
小
企
業

の
た
め
の
事
業
継
続
力
強
化
計
画
が
あ

る
。
本
市
に
お
け
る
市
内
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
令

和
５
年
１
月
に
鳴
門
商
工
会
議
所
、
大
麻

町
商
工
会
お
よ
び
鳴
門
市
の
３
者
で
徳

島
県
に
共
同
申
請
し
認
定
を
受
け
た
事
業

継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
策
定
推
進
が

あ
り
、
こ
の
計
画
に
よ
り
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
年
次
計
画
で
掲

げ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
お
よ
び
事
業
継
続
力
強
化

計
画
の
策
定
支
援
事
業
者
数
の
目
標
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問
指
定
避
難
所
等
に
様
々
な
問
題
で
避

難
で
き
な
い
方
々
の
安
否
確
認
の
対
策

は
。

答
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
広
域
避
難

や
縁
故
避
難
な
ど
を
含
む
指
定
避
難
所

以
外
に
避
難
す
る
避
難
者
も
多
く
想
定

さ
れ
、
安
否
確
認
等
に
時
間
を
費
や
す
と

思
わ
れ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら

関
係
者
同
士
の
顔
と
顔
の
見
え
る
関
係
性

の
構
築
に
よ
る
共
助
、
近
助
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
自
主
防
災
会
や
自
治
振

興
会
等
と
の
情
報
共
有
を
中
心
に
避
難

者
の
安
否
の
把
握
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報

　
　
　
　
　

発
令
時
の
対
応

災
害
時
の
安
否
確
認

個　人　質　問
1．教育行政について
⑴ 学力の向上について
2．福祉行政について
⑴ 高齢者の精神的肉体的疲労等の
回復について

❶叶井　克典

1．教育行政について
⑴ 公立高等学校の学区制の廃止に
ついて

⑵ 市内の高等学校の魅力化・特色
化について

⑶ 理数系人材の育成について
2．就学前保育・教育について
⑴ 公立幼稚園について
⑵ 公私連携幼保連携型認定こども
園について

❹山根　　巌
1．人事行政について
⑴ 職員採用について
⑵ 職員の資質向上について
2．消防行政について
⑴ 火災・救急の状況について

❺小西　　努
1．人口減少対策について
⑴ 第三期総合戦略及び人口ビジョ
ンについて

⑵ 第三期総合戦略に基づく「仕事」
をつくる施策について

2．契約について
⑴ 競争の手続きについて
⑵ 入札方式の種類ごとの契約につ
いて

❻長濱　賢一

❷前田ナツ子
1．福祉行政について
⑴ 認知症対策について
2．奨学金制度について
⑴ 奨学金返還支援制度の導入につ
いて

❸上田　公司
1．民間委託について
⑴ ごみ収集業務について
2．焼却施設について
⑴ 公文書について
⑵ 運転管理について

個
人
質
問

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　
　
　

（
事
業
継
続
計
画
）

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

潮
崎 

憲
司

し
お
ざ
き

け
ん

じ

会
派　

未
来

代
表
質
問
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マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

　
　
　
　
　
　

助
成
事
業

個
人
質
問

問
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
認
知
症
に
な

る
人
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

認
知
症
対
策
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。
ま

た
、
認
知
症
基
本
法
に
基
づ
き
、
国
が
認

知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る

が
、
本
市
の
今
後
の
計
画
策
定
の
考
え

は
。

答
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を
中
心
と
し
た
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

医
療
・
介
護
関
係
者
な
ど
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
も
の
忘
れ
相
談

窓
口
や
介
護
者
家
族
の
会
に
よ
る
定
期

相
談
の
継
続
実
施
な
ど
相
談
・
交
流
の
場

の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計

画
に
具
体
的
な
認
知
症
施
策
を
位
置
づ
け

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

計
画
を
一
体
の
も
の
と
し
て
の
策
定
を
想

定
し
て
い
る
。

問
若
者
の
経
済
的
支
援
と
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
、
人
口
減
少
、
若
者
の
地
方
定

着
、
人
材
定
着
を
促
す
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
奨
学
金
返
還
中
の
方
を
対
象
に
し
た

生
活
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
奨
学
金
の

返
還
に
関
す
る
経
済
的
負
担
が
若
者
の

人
生
や
生
活
設
計
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
よ
り
、
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
着
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
支
援
制
度
の
事

業
効
果
や
制
度
設
計
の
調
査
・
研
究
を
引

き
続
き
行
う
な
ど
、
制
度
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

認
知
症
対
策

奨
学
金
返
還

　
　
　

支
援
制
度
の
導
入

問
夏
季
休
業
後
の
学
校
生
活
に
す
ぐ
に

馴
染
め
な
い
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
学
校

再
開
の
授
業
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
ら
れ

な
い
か
。

答
夏
季
休
業
後
の
授
業
再
開
時
は
、
子
ど

も
た
ち
の
心
理
面
へ
の
配
慮
が
特
に
必

要
な
時
期
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
昨
年
度
か
ら
小
学
校
各
校
に
お
い

て
、
子
ど
も
の
実
情
に
合
わ
せ
、
校
長
の

判
断
で
授
業
を
４
限
や
５
限
ま
で
に
し

て
い
る
。

　

中
学
校
は
、
文
化
祭
を
予
定
す
る
こ
と

で
、
授
業

を
５
限
ま

で
に
短
縮

し
、
学
校

再
開
後
の

生
徒
の
心

理
面
へ
の

負
担
軽
減

に
努
め
て

い
る
。

問
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育

的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
学
び
に
く
さ
の
あ
る
子
ど
も
や
配
慮

の
必
要
な
子
ど
も
へ
の
対
応
は
、
学
級
担

任
等
が
保
護
者
と
の
相
談
の
も
と
、
子
ど

も
の
状
態
に
応
じ
た
個
別
の
配
慮
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
学
級
や
学
校
全
体
で
学

び
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

有
効
な
施
術
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
高

齢
者
支
援
と
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

助
成
事
業
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、
過
去
に
、
高
齢
者

の
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
た
が
、
利
用
者
が
限
定
的
で

あ
っ
た
こ
と
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
見
直
し
を
行
い
、
現
在
は
、

介
護
予
防
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
る
。

夏
季
休
業
後
の

　
　
　

児
童
生
徒
へ
の
対
応

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

特
性
に
応
じ
た

　
　
　
　

個
別
の
教
育
支
援

叶
井 

克
典

か
な

い

か
つ
の
り（

潮
）

前
田
ナ
ツ
子

ま
え

だ

な

つ

こ

（
公
明
党
）
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問
ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
委
託

と
直
営
の
場
合
の
人
件
費
を
比
較
す
る
と

ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
ま
た
、
事
実
上
の
一

社
応
札
の
落
札
率
１
０
０
％
で
は
、
市
と

し
て
果
た
す
べ
き
競
争
性
や
経
済
性
が
働

い
て
お
ら
ず
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
件
費

相
当
額
の
一
人
約
４
３
０
万
円
が
実
際
に

委
託
従
事
者
に
充
て
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
委
託
業
者
の
利
益
に
な
る
だ
け
で
あ

る
。
業
務
も
取
り
切
り
、
収
集
作
業
が
済

ん
だ
ら
帰
っ
て
良
い
な
ど
、
疑
念
が
残

る
。
業
務
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
さ
え
せ
ず

に
、
ど
う
や
っ
て
最
小
の
経
費
と
の
判
断

が
で
き
る
の
か
。

答
取
り
切
り
に
つ
い
て
は
、
委
託
事
業
者

が
判
断
・
決
定
し
て
い
る
。
人
件
費
に
つ

い
て
は
、
業
務
日
数
や
業
務
に
必
要
な
人

員
数
等
を
積
算
し
て
い
る
。
ま
た
、
委
託

従
事
者
の
従
業
員
へ
の
支
給
額
の
確
認

等
は
事
業
者
の
裁
量
で
あ
り
、
市
が
関
与

す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
今
後
は
、
業

務
の
執
行
状
況
と
委
託
す
る
地
域
の
ご

み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の

数
や
地
理

的
要
因
な

ど
を
考
慮

し
、
最
小

の
経
費
で

最
大
の
効

果
を
上
げ

る
よ
う
に

し
た
い
。

問
市
は
「
公
文
書
に
基
づ
き
説
明
す
る
こ

と
が
原
則
」
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

文
書
主
義
に
も
法
令
等
に
も
反
す
る
説
明

を
長
年
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
公
文
書
を

根
拠
な
く
書
き
換
え
る
こ
と
な
く
、
公
文

書
に
基
づ
き
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
、
改
め
て
市
民
に
約
束
し
て
は
ど
う

か
。

答
稼
働
当
初
に
公
文
書
に
記
載
さ
れ
た

内
容
か
ら
、
現
状
の
運
用
状
況
に
変
更
し

た
経
緯
の
詳
細
が
確
認
で
き
ず
、
市
民
に

十
分
な
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
は
じ
く

じ
た
る
思
い
。
今
後
は
適
正
な
公
文
書
の

管
理
に
努
め
、
公
文
書
に
基
づ
き
市
民
の

皆
様
に
十
分
説
明
し
た
い
。

ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

山
根 

　
巌

や
ま

ね

い
わ
お

問
徳
島
県
公
立
高
等
学
校
の
入
試
制
度

に
お
け
る
学
区
制
の
廃
止
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
市
と
し
て
何
を
求
め
て
き
た
の

か
。

答
鳴
門
市
か
ら
通
学
が
容
易
な
徳
島
市
の

属
す
る
第
３
学
区
へ
進
学
を
希
望
し
て

も
、
定
め
ら
れ
た
流
入
率
に
よ
り
合
格
者

数
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
学
区
内
外
の
受

験
生
の
間
で
合
格
最
低
点
に
大
き
な
差

が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
が
本

市
の
人
口
流
出
の
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
与

え
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
年
要
望
し
て
き
た
学
区
制
の
廃
止
に

つ
い
て
、
第
３
回
有
識
者
会
議
に
お
い
て

学
区
制
を
撤
廃
す
る
方
向
性
で
議
論
す
る

と
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
議
論

を
注
視
し
て
い
く
。

問
鳴
門
高
等
学
校
奨
学
金
給
付
事
業
の

内
容
は
。

答
奨
学
金
給
付
事
業
は
、
将
来
教
員
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
教
職
特
別
講
座
を
受

講
す
る
学
業
優
秀
な
市
内
の
生
徒
に
奨

学
金
と
し
て
毎
月
２
万
円
を
給
付
す
る

も
の
。

　

教
職
特
別
講
座
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

教
員
を
目
指
す
学
力
優
秀
な
生
徒
が
集

ま
り
、
か

つ
効
果
的

で
実
践
的

な
取
り
組

み
と
な
る

よ
う
積
極

的
に
支
援

を
し
て
い

く
。

問
急
激
な
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
現

在
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の
就
学
前
保

育
・
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
を
含
む
将
来
的

な
就
学
前
保
育
・
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
公
私
連
携
施
設
の
導
入
も
含
め
、

適
正
配
置
や
地
域
の
実
情
を
十
分
配
慮
し

た
う
え
で
再
編
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
視
野
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
区
制
の
廃
止

鳴門市クリーンセンター

焼
却
施
設
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

公
文
書

鳴
門
高
等
学
校

　
　
　
　

奨
励
金
給
付
事
業

就
学
前
保
育
・
教
育
の
充
実

徳島県立鳴門高等学校
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職
員
の
資
質
向
上

づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
企
業
誘
致
に
は
、
産
業
団
地
の
整
備

で
は
な
く
、
民
有
地
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。
県
の
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ
構
想

に
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
新

産
業
・
流
通
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
、
立
地
検

討
企
業
に
提
案
で
き
る
条
件
整
備
を
進

め
て
い
く
。

要
望
第
三
期
総
合
戦
略
に
向
け
て
、
実
施

施
策
の
効
果
検
証
を
詳
細
に
行
い
市
民

に
公
表
す
る
こ
と
や
人
口
自
然
増
に
直

接
効
果
の
あ
る
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充
、

企
業
や
個
人
へ
の
産
休
や
育
休
へ
の
給
与

補
填
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
実
現
の

た
め
の
地
域
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

企
業
誘
致
の
た
め
の
土
地
開
発
公
社
等

の
専
門
機
関
の
創
設
、
地
元
高
校
の
魅
力

向
上
の
た
め
の
ま
ち
な
か
へ
の
学
生
寮

の
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

個
人
質
問

問
職
員
採
用
試
験
が
本
年
度
よ
り
変
更

に
な
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
変
更
内
容
と

そ
の
効
果
は
。

答
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
幅
広
く
受
験
者
を
募
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
の
採
用
試
験

は
、
行
政
事
務
職
ほ
か
一
部
の
職
種
に
お

い
て
時
期
の
前
倒
し
や
す
べ
て
の
職
種
で

教
養
試
験
を
廃
止
し
た
。
変
更
内
容
は
、

一
次
試
験
に
お
い
て
ウ
ェ
ブ
面
接
を
実
施

し
、
面
接
試
験
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

よ
り
人
物
重
視
に
重
点
を
置
い
た
内
容
と

し
た
。
効
果
に
つ
い
て
も
、
採
用
試
験
の

申
込
者
数
が
前
年
度
の
１
・
５
倍
に
な

り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い

試
験
内
容
を
模
索
し
て
い
く
。

問
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
内
容
と
、
意
欲
を
持
っ
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
「
令
和
版
も
ん
じ
ゅ
グ
ル
ー
プ
」
を
結

成
。
職
員
同
士
が
所
属
の
枠
を
超
え
て
連

携
し
、
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
。
時
代
に
即
し
た
考
え
や
手
法
を
活
用

し
な
が
ら
政
策
形
成
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

問
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
応
急
手
当
が
、

な
ぜ
大
切
な
の
か
。
ま
た
、
市
民
向
け
の

講
習
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

答
急
な
心
肺
停
止
や
事
故
に
遭
遇
し
た

際
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
勇
気

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

か
ら
救
急
隊
、
医
療
機
関
へ
つ
な
げ
る
救

命
の
連
鎖

が
重
要
と

な
る
。市
民

の
皆
様
が

命
を
助
け

る
た
め
の

第
一
歩
を

踏
み
だ
せ

る
よ
う
購

習
を
通
し

て
伝
え
て

い
き
た
い
。

職
員
採
用
試
験

問
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
10
年
を

迎
え
、
行
政
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
失
敗
を
素
直
に
認
め
、

課
題
の
解
決
に
活
か
す
反
省
と
具
体
的

取
り
組
み
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
現
施
策

の
課
題
と
原
因
、
第
三
期
総
合
戦
略
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
人
口
減
少
対

策
に
は
企
業
誘
致
が
必
要
で
、
助
成
金
等

の
ソ
フ
ト
戦
略
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
や

産
業
団
地
の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
事
業
が

不
可
欠
で
あ
る
。
国
の
進
め
る
半
導
体
や

地
域
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
国
立
公

園
内
で
の
ホ
テ
ル
誘
致
、
県
の
バ
ッ
テ

リ
ー
バ
レ
イ
構
想
に
つ
い
て
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、
若
者
の
定
着
促
進

を
図
り
つ
つ
出
生
数
の
増
加
に
努
め
、
で

き
る
限
り
の
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
緩

和
に
取
り
組
む
。
ま
た
一
方
、
交
流
・
関

係
人
口
拡
大
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の

実
現
な
ど
、
人
口
減
少
に
適
応
す
る
ま
ち

人
口
減
少
対
策

市
民
に
向
け
た

　
　

応
急
手
当
の
講
習
内
容

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

長
濱 

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

小
西 

　
努

こ

に
し

つ
と
む

（
潮
）
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令和５年度決算審査

■ 令和５年度の決算を審査しました ■
　５日間にわたり予算決算委員会を開催し、令和５年度決算に関する議案13件について
審査しました。

【委員会での審査の中で出た質疑やそれに対する答弁を抜粋したものです。】

■：質疑　　●：答弁　　★：意見

【地域活性】
■なると結婚新生活支援補助金の実績は？
●39歳以下の新婚世帯を対象に新生活開始にかかる
敷金・礼金、仲介手数料、共益
費などの住宅費用や引越費用、
リフォーム費用を支援する補
助金。夫婦ともに29歳以下の
新婚世帯で世帯の所得が500
万円未満の場合は、１世帯あたり上限60万円、39
歳以下の新婚世帯で世帯の所得が500万円未満の
場合は、１世帯あたり上限30万円、500万円以上
の場合は、上限15万円を支援。令和5年度は、27
世帯に合計562万2,000円支出した。

＊　　＊　　＊
■なると定住促進住宅取得補助金の実績は？
●市内で住宅を建築または購入した夫婦のいずれかが
39歳以下の世帯に対し、住宅取得にかかる費用の

一部を支援する補助金。令
和5年度は、99世帯に補助
を行っており、そのうち、
35世帯が市外からの転入と
なっている。

【市民生活】
■自転車用ヘルメット購入費補助金に関して、高校生
世代の申請数は？
また、高校生のヘルメット着用率向上の施策は？
●高校生世代の申請数は24件。着用率向上の取り組
みとして、鳴門高校および鳴門渦潮高校の生徒・教
職員を対象に、改正道路交通法
の自転車用ヘルメット着用義務
化や市内の自転車事故の発生状
況などの交通安全講話を実施し
ているほか、着用キャンペーン
等の啓発活動を行っている。
★今後、自転車活用施策に取り組む際には市民が自ら
命を守る意識が根付くような施策を考えてほしい。

【福　　祉】
■不妊治療費助成事業の実績は？
●保険適用前の平成29年度から令和５年度までに
151名の方に、延べ391件の不妊治療
費を助成している。その結果、出生し
た子どもは113人。本事業により、年
平均16人が出生している状況である。

【上 水 道】
■鳴門市・北島町共同浄水場整備事業の進捗状況は？
●浄水処理棟の本体工事をはじめ、管理棟、着水設備
棟、濃縮槽の躯体工事に加え、機械設備、電気工事
に着手した。また、本市に建設する共同浄水場から

対岸の北島町へ浄水を送る
ため、河川の横断管路を整備
し、進捗率は43.5％である。

【下 水 道】
■合併処理浄化槽の普及促進事業の状況は？
●合併処理浄化槽への転換にかかる補助金の利用件
数は37件あり、令和４年度（15件）と比較して
約2.5倍と大幅に増えている。

【消　　防】
■市内の消火栓の充足率は？
●現在、市内には1,494基の消火栓を設置しており、
充足率は約89％である。100％にするためには、
消防水利空白地域に、あと73基の設置が必要で、
年間１基ずつ新設消火栓の設置を行っている。

＊　　＊　　＊
■消火栓の点検はどのように行っているのか？
●署員約40名が18地区に分かれて、春と秋の年2回、
各地区3日間で消防水利調査を行っている。その際
に消火栓や防火水槽の点検整備を行っている。点検
項目としては、蓋の開閉状況の確認や接続金具の動
作確認、入り込んだ土砂や水の除去などであり、適
正に使用できる状態にしている。

地域活性/市民生活/福祉/上水道/
下水道/消防
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《出逢いコンシェルジュを活用した婚活支援について（高知県安芸市）》 

出逢いコンシェルジュの役割として、出会いの情報発信や出会いイベントの開

催、企業・団体を巻き込んだ取組などに加え、出会いを求める方への伴走支援に

も取り組んでおり、安芸市の出会いの場の創出に貢献していました。 

少子化対策や地域活性化の観点から結婚支援の重要性が高まっている中、安芸

市の積極的な取組は非常に興味深い内容でした。 

《ひきこもり支援事業（東京都江戸川区）》 

ひきこもり状態にある当事者とその家族を支援し、

　「認知症になっても住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせるまち」を目

指す「認知症フレンドリーシティ・プロジェクト」に取り組まれ、認知症の方を

支援する施策のほか、当事者の方も含めた産学官民で協働するなど、認知症の方

も「社会の一員」として活躍できるまちを目指されていました。

当事者の自立を促すことで、

当事者と家族等の福祉の増進を図る施策でした。令和３年度に約 18 万世帯を対

象としたひきこもり実態調査を実施、結果を受けて支援施策を拡充し、伴走型に

よる繋がり続ける支援を行っていました。 

《認知症フレンドリーシティ・プロジェクト（福岡県福岡市）》 

《ボートレースとこなめ複合施設化事業（愛知県常滑市）》 

全国的に減少傾向にある本場への来場促進と新たなファン層の獲得に向け、レ

ース観戦以外に生後 6か月から 12歳が対象の親子が楽しめる「Mooovi(モーヴィ)

とこなめ」のほか、ヨガやミニサッカーなど子どもから大人まで幅広い世代が交

流できる「Gruun(グルーン)とこなめ」の視察を行いました。 

《知多市観光ビジョンアクションプラン 2024（愛知県知多市）》 

観光による人流を可視化するツール「おでかけウォッチャー」により、観光客

の属性分析を行い、得られた観光動態データを活用した勉強会の開催や異業種交

流の場を創出する取組を行っていました。本市の第２期観光振興計画の策定にも

大変参考となる取り組みでした。 

◎藤田 茂男 ○小西  努  上田 公司 

 宅川 靖次  野田 粋之  浜  盛幸 

 高麗 裕之 （◎は委員長、○は副委員長） 

【総務文教委員会】 

10月30日〈高知県安芸市〉オンライン視察 

◎圃山 俊作 ○梶  達矢  叶井 克典

 佐藤 絹子  潮崎 憲司  前田ナツ子  

 三津 良裕 （◎は委員長、○は副委員長） 

◎長濱 賢一  江戸 貴志  橋本 国勝 

 山根  巌  東  正昇

              （◎は委員長） 

【生活福祉委員会】 
10月28日〈東京都江戸川区〉現地視察 
11月８日〈福岡県福岡市〉オンライン視察 

【産業建設委員会】 
10月21日〈愛知県常滑市〉現地視察 
10月22日〈愛知県知多市〉現地視察 

●行政視察とは● 

　議員が他自治体等の先進的な取り組みをしている地域の行政・経済・文化等の実情を把握し、議会活

動に活かすことを目的に実施しています。

行 政 視 察
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　10 月 20 日（日）に鳴門・大塚スポーツパークで開催された
徳島ヴォルティス主催イベント「スタジアム学園祭2024」に
参加をしました。駄菓子を販売したのですが、たくさんの皆
様にご来店いただき、イベントを盛り上げることができまし
た。

《表紙の説明》

◇「議会だより 129 号」表紙制作者紹介 ◇ 

〈第２回〉鳴門渦潮高校の生徒による表紙制作 

〈鳴門渦潮高校総合科学科３年〉
　　於田　　桜 さん 菊原さくら さん
 里見　愛羅 さん 上野　美咲 さん
 岡田理咲菜 さん 髙橋　　舞 さん
 齋藤　智裕 さん 新居日菜乃 さん

〈鳴門渦潮高校職員〉
 平山　隆恵 教頭 高橋　沙織 教諭

～  表紙を制作しての感想  ～
【Ｑ１】議会だよりの表紙制作の依頼を受けて、どのように思いましたか。

　私たちが担当すると聞いて驚きましたが、鳴門渦潮高校の良いところを活かした表紙にしようと思
い、精一杯頑張りました。議会と市民をつなぐ広報誌に携われて嬉しく思います。

【Ｑ２】制作にあたり、どのようなことに気をつけましたか。

　私たちが活動している写真をたくさん選びました。ひと目見て「楽しそう！」とわかる、生き生き
した表情で親しみやすい表紙になるように心掛けました。

【Ｑ３】制作を終えて、率直な感想は。

　自分たちが参加したスタジアム学園祭の写真が選ばれて率直に嬉しいし、私たちらしい表紙を作る
ことができたと思います。表紙を通じて鳴門渦潮高校の良いところや活動を知ってもらえたら嬉しい
です。

【Ｑ４】議会に対して、どのようなイメージを持っていますか。

　堅苦しいイメージがありますが、鳴門を暮らしやすいところにしようと思って頻繁に話し合いをし
ているところだと思います。

【Ｑ５】鳴門市議会や議員に何を期待しますか。

　鳴門市にいろいろなスポットや遊ぶところを増やして欲しいことと、商店街や空いている土地や商
業施設、若い人をはじめ、たくさんの人が集まるような憩いの場を作って欲しいです。また、私たち
の意見や考えを取り入れて欲しいです。

【Ｑ６】今後、議会だよりを見てみたいと思いますか。

　はい、思います。自分たちも成人になる年齢を迎えるので、議会だよりを見て、議会の動きや結果
を知り、様々なことを知りたいです。
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※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　本会議と委員会の模様は、イン
ターネット中継と録画配信でご覧
いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

①「鳴門市議会」を検索。
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
ご覧になりたい会議録を検索。

《議会広報委員会》

もっと議会を知りたい

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する
幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」
を設置しています。

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

【議会を動画配信で見よう】

【会議録をウェブサイトで見よう】 

《傍聴にお越しください》
令和６年第４回定例会は上記の日程で開催予定です。 
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。 

(受付：西側エレベーター４階／議場入口)
※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。 

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴
門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり
ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの
「鳴門市議会　ご意見箱」ペー
ジから「入力フォーム」に必要
事項をご入力の上、送信。
②鳴門市役所 本庁舎１階 待合ロビー付近に設置して
いるご意見箱に投函。

委 員 長：梶　　達矢
副委員長：上田　公司 
委　　員：小西　　努・圃山　俊作・潮崎　憲司

前田ナツ子・長濱　賢一・八木　　亨 
橋本　国勝

後 記編 集
　今回は鳴門渦潮高校の皆さんに表紙制作をお願いし
ました。学校行事などで忙しい中、有難うございました。
また、他にも議員定数削減や新たな試みであるオンライ
ン委員会視察についても掲載していますので、ぜひご覧
ください！

・本会議…議場 ・委員会…委員会室
(受付：西側エレベーター４階／議会事務局) 

（副委員長：上田公司）

令和６年第４回定例会の予定（12月４日～12月25日）
日 月 火 水 木 金 土

12月１日
開会／本会議
予算決算委員会

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

本会議／閉会

本会議

一般質問（代表） 一般質問（個人） 一般質問（個人）
総務文教委員会

生活福祉委員会

予算決算委員会

産業建設委員会
議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

全員協議会

全員協議会
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